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　　　2021確定闘争推進と

2022県本部春闘方針ほか

　
政
府
は
、
　
月
　
日
、
公

11

24

務
員
の
給
与
改
定
に
関
す
る

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
今
年

度
の
引
き
下
げ
に
相
当
す
る

額
を
２
０
２
２
年
６
月
期
末

手
当
分
か
ら
減
額
調
整
す
る

こ
と
を
閣
議
決
定
し
、
同

日
、
総
務
副
大
臣
か
ら「
地

方
公
務
員
の
今
年
度
の
期
末

手
当
の
引
下
げ
に
相
当
す
る

額
の
調
整
時
期
は
、
国
家
公

務
員
の
取
り
扱
い
を
基
本
と

し
て
対
応
す
る
よ
う
要
請
す

確
定
闘
争
、春
闘
の
同
時
推
進

一
時
金
減
額
取
り
扱
い
継
続
交
渉

る
」通
知
が
発
出
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
月
７
日
、
県
本
部
は
第

12
２
回
拡
大
闘
争
委
員
会
を
開

き
、
確
定
闘
争
の
取
り
組
み

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
千
歳
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
　
月
　
日

10

31

に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
に

対
す
る
県
本
部
推
薦
候
補
者

へ
の
支
援
御
礼
、
来
夏
予
定

さ
れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
で

の
自
治
労
組
織
内
予
定
候
補

者「
鬼
木
ま
こ
と
」へ
の
更
な

る
支
援
と
、
確
定
闘
争
で
の

一
時
金
の
減
額
に
つ
い
て
、

給
与
法
案
上
程
時
期
な
ど
不

確
定
な
状
況
に
触
れ
な
が
ら

も
、
確
定
闘
争
が
継
続
す
る

中
で
同
時
に
春
闘
に
も
取
り

組
み
、
交
渉
・
協
議
を
行
っ

て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
　
次
に
、
生
井
澤
書
記
長
か

ら
、
衆
議
院
選
挙
結
果
、
市

長
会
・
町
村
会
へ
の
要
請
行

動
、
各
単
組
の
要
求
書
提
出

状
況
な
ど
の
経
過
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
生
井
澤
書
記
長

が
２
０
２
１
確
定
闘
争
の
今

後
の
方
針
を
説
明
。
今
回
の

一
時
金
減
額
は
年
度
を
越
え

る
異
例
な
対
応
で
あ
り
、
労

働
基
本
権
制
約
の
代
償
措
置

と
さ
れ
る
人
事
院
勧
告
と
異

な
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ

と
は
問
題
。
県
内
市
町
村

は
、
す
べ
て
の
単
組
で
　
月
12

議
会
で
の
給
与
条
例
改
正
が

見
送
り
と
な
っ
た
。
今
後
は

給
与
法
改
正
案
の
取
り
扱
い

を
注
視
し
つ
つ
、
不
妊
治
療

の
た
め
の
休
暇
の
新
設
と
非

常
勤
職
員
の
休
暇
・
休
業
等

の
取
得
要
件
緩
和
を
２
０
２

２
年
１
月
１
日
施
行
に
向
け

て
、
一
時
金
の
取
り
扱
い
は

３
月
議
会
に
向
け
各
単
組
で

交
渉
・
協
議
を
行
っ
て
い

く
。
確
定
闘
争
が
越
年
継
続

さ
れ
る
中
、
春
闘
要
求
も
同

時
に
取
り
組
む
と
し
ま
し

た
。
　
質
疑
で
は
、
育
休
完
全
復

元
の
報
告
と
退
職
手
当
・
地

域
手
当
の
情
報
提
供
を（
那

珂
市
職
）、
今
回
の
一
時
金

６
月
調
整
の
不
利
益
不
遡
及

の
原
則
根
拠（
日
立
市
職
）が

あ
り
、
執
行
部
に
よ
る
答
弁

の
あ
と
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
三
唱
し
委
員
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

と
訴
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
花
島
副
委
員
長

が
県
本
部
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
、「
　
月
の
一
時
金

12

引
き
下
げ
が
来
年
６
月
の
一

時
金
で
調
整
さ
れ
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。
今
年
の
確
定

闘
争
は
、
春
闘
と
並
行
し
た

取
り
組
み
が
必
要
。
現
業
職

員
の
協
約
締
結
権
を
発
揮

し
、
基
本
組
織
と
連
携
し
た

闘
争
を
進
め
て
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
度
運
動
方
針

で
は
篠
崎
現
業
評
議
会
事
務

局
長
か
ら
、「
現
業
職
場
は

コ
ス
ト
論
の
み
を
優
先
し
た

合
理
化
攻
撃
に
よ
り
、
新
規

採
用
抑
制
が
続
く
な
ど
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
頻
発
す

る
自
然
災
害
に
対
し
現
業
職

場
の
知
識
と
経
験
を
活
か

し
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
な

ど「
職
の
確
立
」「
新
た
な
技

能
職
」の
取
り
組
み
を
前
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
も
各
単
組
で
の
現
業
評

議
会
の
結
成
を
は
じ
め
、
単

組
支
援
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
て
い
こ
う
」と
提
起
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
草
刈

り
作
業
中
の
石
跳
ね
で
自
動

車
に
損
害
を
与
え
る
事
故
を

き
っ
か
け
に
民
間
委
託
が
提

案
さ
れ
た
が
、
職
場
は
会
計

年
度
任
用
職
員
や
再
任
用
職

員
と
い
っ
た
短
時
間
勤
務
職

員
が
多
く
、
そ
も
そ
も
十
分

な
人
員
体
制
が
確
保
で
き
て

い
な
い
」、「
組
織
づ
く
り
の

た
め
に
新
規
採
用
を
強
力
に

推
し
進
め
よ
う
」、「
各
単
組

の
賃
金
を
比
較
し
、
改
善
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

な
ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
運
動
方
針
と
役
員
体
制
は

承
認
さ
れ
、
再
任
と
な
っ
た

杉
本
議
長
に
よ
る
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
総
会
を
閉
じ
ま
し

た
。

知ってほしい！組合用語

　国家公務員の給与、勤務時間、その他の勤務
条件の改善などに関し、人事院が国会と内閣に対
して行う勧告のこと。略して「人勧」（じんかん）。
人勧の中でも重要なのが給与勧告。公務員は憲
法で保障された労働基本権が制約されているた
め、その代償措置として人事院が公務員の給与
の改定について勧告を行う。その際、公務員と民
間の給与を比較し、民間の賃金との適正な均衡
を確保することを基本としている（民間準拠）。
　労働基本権は、憲法28条で保障された労働者
の権利で「団結権」「団体交渉権」「団体行動権（争
議権）」の３つに区分される。日本の公務員は「争
議権」がなく、「団体交渉権」も制約されている。

人事院勧告と労働基本権

第２回拡大
闘争委員会

人
員
確
保
を
追
求
し
よ
う

現
業
評
議
会
が
定
期
総
会
開
く

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

で
あ
る
。
県
内
の
現
業
職
場

は
新
規
採
用
抑
制
が
長
年
続

い
た
が
、
今
年
度
は
取
手
市

と
高
萩
市
で
採
用
が
あ
り
、

来
年
度
は
日
立
市
と
大
子
町

で
採
用
が
予
定
さ
れ
る
な
ど

改
善
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
。
全
単
組
で
人
員
確
保
を

追
求
し
、
ま
た
、
現
業
職
員

の
少
な
い
単
組
へ
は
県
本
部

現
業
評
議
会
が
支
援
し
、
運

動
の
活
性
化
を
図
り
た
い
」

評
議
会
議
長
か
ら
、「
他
県

で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
税
収
減
を

理
由
に
賃
金
引
き
下
げ
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
厳
し
い
状
況
を
跳
ね
返
す

に
は
組
合
員
の
団
結
が
必
要

　
県
本
部
現
業
評
議
会
は
、

　
月
４
日
、
自
治
労
会
館
で

12第
　
回
定
期
総
会
を
開
き
　

57

15

単
組
か
ら
　
名
が
参
加
し
ま

31

し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
、
杉
本
現
業

継続する確定闘争に向け決意を固める参加者

提案する生井澤書記長 あいさつする千歳委員長

謂

井

遺

亥

違違違違違違違

違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医

現業評議会2022年度執行体制
議　　長 杉本　道博 （取手市職）
副　議　長 日向寺裕也 （県現業職労組）
副　議　長 相澤　輝子 （東海村職）
副　議　長 関口　朋和 （龍ケ崎市職労）
事務局長 篠崎　勇一 （北茨城市職）
事務局次長 赤津　誠二 （高萩市職）
幹　　事 稲葉　　勉 （北茨城市職）
幹　　事 田所　　繁 （常陸太田市職）
幹　　事 圷　　貴弘 （常陸大宮市職）
幹　　事 廣内知佐子 （那珂市職）
幹　　事 圷　百合香 （東海村職）
幹　　事 川田　英明 （水戸市職）
幹　　事 飯塚　幸子 （鉾田市職）
幹　　事 馬場　典子 （行方市職）
幹　　事 笹沼美智子 （鹿嶋市職）
幹　　事 菊池　千草 （大子町職）
幹　　事 金久保　昇 （県現業職労組）

現業総会であいさつする杉本議長

団結する総会参加者

2021賃金確定闘争取り組みスケジュール（後半）
県　本　部単　　　組

地公労対県交渉（第２回） 11月５日
市長会・町村会申入れ 11月５日
市町村課申入れ 11月８日

賃金・確定闘争要求書の提出（10/30）

　
月
11

回答書受理・交渉（11/8）

〈第１波〉交渉期間…11月２週（11月８～12日）
全国統一行動日（戦術集中日）…11月12日（金）

地公労対県交渉（第3回） 11月15日
・地公労決起集会 11月15日

〈第２波〉交渉期間…11月３週～４週（11月15～24日）
県本部統一行動日（戦術集中日）…11月24日（水）

地公労対県交渉（再開） 11月26日
第２次確定オルグ 

人勧（一時金）の取扱いについて妥結
給与条例の改正案提出見送り（11月下旬）

〔自治体12月議会〕 
一時金支給（12月10日） 
・勧告（意見の申出）に係る課題の継続交渉
・人勧取扱い以外の単組独自課題について継続交渉

　
月
12

春闘討論集会 １月19日
単組執行委員会
・人勧以外の積み残しについて継続交渉
・春闘の取り組み内容確認

１
月

第１回中央委員会 ２月18日
春闘総決起集会 ２月18日

単組執行委員会
・「生活・労働実態調査」結果を活用した要求書作成

２
月 継続交渉…２月３週～４週（２月14～25日）

県本部統一行動日（戦術集中日）…本部方針を受けて設定

・春闘要求書(案)の決定

第120回臨時大会 ３月11日給与条例の改正案提出
〔自治体３月議会〕

３
月

▼

▼
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県
本
部
女
性
部
は
、
　
月
12

１
日
、
水
戸
市
内
で
第
　
回
65

定
期
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
は
じ
め
に
鈴

木
絵
梨
奈
女
性
部
長
（
鉾
田

市
職
）
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
女
性
が
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
実

現
の
た
め
、
と
も
に
女
性
部

に
結
集
し
て
い
こ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
来
賓
に
は
、

中
央
本
部
か
ら
毛
利
女
性
部

長
（
香
川
県
本
部
）
が
駆
け

つ
け
、
激
励
と
連
帯
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
年
休
・
生
休
ア
ン
ケ
ー
ト

取
り
組
み
結
果
報
告
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
工
夫
し
開
催
し
た

中
央
女
性
労
働
講
座
、
ウ
ェ

ブ
に
よ
り
茨
城
か
ら
参
加
と

な
っ
た
関
東
甲
青
年
女
性
夏

期
交
流
集
会
な
ど
の
活
動
報

告
の
あ
と
、
２
０
２
２
年
活

動
方
針
が
提
案
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
部
長
に

鈴
木
涼
子
さ
ん
（
行
方
市

職
）
を
は
じ
め
と
す
る
新
執

行
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　　法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。
労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治
労茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所
に直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別
事案ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の
報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

経
過
が
報
告
さ
れ
た
あ
と
、

２
０
２
２
年
活
動
方
針
や

「
職
場
に
ほ
ん
も
の
の
労
働

運
動
を
」
と
す
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
小
松
俊
亮
さ
ん

（
日
立
市
職
）を
新
部
長
と
す

る
新
役
員
が
選
出
さ
れ
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

連
帯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
年
休
取
得

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の
取
り
組
み
の

の
活
動
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
青
年
の
団
結
を
さ
ら
に

強
め
て
い
こ
う
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
中
央
本
部
か
ら
は
小
原
青

年
部
長（
北
海
道
本
部
）が
来

賓
と
し
て
出
席
し
、
激
励
と

　
　
月
　
日
、
県
本
部
青
年

11

30

部
第
　
回
定
期
大
会
が
水
戸

65

市
内
で
開
か
れ
、
２
０
２
２

年
度
活
動
方
針
や
役
員
体
制

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
河
野
青
年
部

長（
那
珂
市
職
）が
、
一
年
間

無料

新
部
長
に
行
方
市
職
の
鈴
木
さ
ん

真
の
男
女
平
等
を
実
現
し
よ
う

第65回女性部
定 期 大 会

新
部
長
に
日
立
市
職
の
小
松
さ
ん

職
場
に
ほ
ん
も
の
の
労
働
運
動
を

第65回青年部
定 期 大 会

ニュース・ワード

つ
い
て
の
ラ
ン
キ
ン
グ
。

認
知
度
や
魅
力
度
、
情
報

接
触
度
、
観
光
意
欲
度
な

ど
　
項
目
に
つ
い
て
、
全

89
国
約
３
万
５
千
人
か
ら
の

回
答
を
点
数
化
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た

２
０
２
１
年
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
北
海
道
が
　
年
連

13

続
で
１
位
を
獲
得
。
以

下
、
京
都
府
、
沖
縄
県
、

東
京
都
ま
で
は
順
位
が
昨

年
と
同
じ
。
昨
年
８
年
ぶ

り
に
最
下
位
を
脱
し
た
茨

城
県
が
　
位
、
昨
年
最
下

47

位
の
栃
木
県
は
　
位
で
し

41

た
。
　
こ
の
結
果
は
テ
レ
ビ
番

組
な
ど
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
地
や
特
産
品
な
ど
の

情
報
発
信
に
積
極
的
に
取

り
組
む
自
治
体
が
あ
る
一

方
、
反
発
す
る
動
き
も
あ

り
ま
す
。

　
民
間
調
査
会
社
の

ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究

所
が
毎
年
発
表
し
て

い
る
　
都
道
府
県
に

47
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

間
に
多
く
の
人
に
感
染
が

広
が
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
こ
と
に
よ

り
、
　
度
以
上
の
発
熱
、

38

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、

倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
急

速
に
現
れ
る
の
が
特
徴
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

で
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い

が
徹
底
さ
れ
た
こ
と
で
流

行
せ
ず
、
今
年
も
感
染
者

は
少
な
い
状
況
で
す
が
、

大
流
行
の
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
に
は
感
染
や

発
病
を
完
全
に
抑
え
る
働

き
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重

症
予
防
に
高
い
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
、
日
本
感
染
症

学
会
が
積
極
的
な
予
防
接

種
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
は
流
行

ピ
ー
ク
前
の
　
月
中
旬
ま

12

で
の
接
種
が
望
ま
し
い
と

し
て
い
ま
す
。

　
例
年
　
月
～
３
月

12

が
流
行
シ
ー
ズ
ン

で
、
い
っ
た
ん
流
行

が
始
ま
る
と
、
短
期

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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女性部2022年度執行体制
部　　長 鈴木　涼子 （行方市職）
副　部　長 宮田　愛梨 （東海村職）
書　記　長 鈴木　花奈 （高萩市職）
執行委員 滝　あゆ美 （北茨城市職）
執行委員 中林　香澄 （常陸大宮市職）
執行委員 岡田美由紀 （神栖市職）
執行委員 小澤　真美 （阿見町職）
執行委員 大谷優里奈 （県職連合）
執行委員 横山麻里絵 （県職連合）
執行委員 生井澤律子 （鹿嶋市職）

謂

井

遺

亥
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青年部2022年度執行体制
部　　長 小松　俊亮 （日立市職）
副　部　長 那須　照幸 （鉾田市職）
副　部　長 髙野　和寿 （国保労組）
書　記　長 鈴木　和也 （大子町職）
執行委員 檜山　　諒 （常陸太田市職）
執行委員 川又　康史 （那珂市職）
執行委員 給前　勇登 （鹿嶋市職）
執行委員 山下　佳峻 （龍ケ崎市職）
執行委員 齋藤　成晃 （かすみがうら市職）
執行委員 鈴木　勇寛 （県職連合）

あいさつする鈴木部長 大会に参加する女性代議員

大会であいさつする河野青年部長

新小松青年部長の音頭で団結ガンバロー


